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「
今
年
こ
そ
」「
江
戸
城
築
い
た

道
灌
を
」「
文
武
両
道
の
武
将
は
初

だ
か
ら
」「
活
動
範
囲
が
広
い
道
灌

は
大
河
ド
ラ
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
」

「
気
合
い
入
れ
て
」「
署
名
頑
張
り

ま
す
！
」
と
年
賀
状
を
全
国
か
ら

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
身
に
余

る
激
励
と
応
援
の
声
に
勇
気
凛
凜 

闘
志
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

１
月
14
日
現
在
、
署
名
は
２３
万

６

6

7

8

筆
と
進
ん
で
い
ま

す
。
と
く
に
、
埼
玉
・
越
生
の
戸

口
さ
ん
は
９
１
９
筆
の
署
名
を
集

め
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
い

せ
は
ら
手
作
り
甲
冑
隊
も
5

4

0
筆
と
健
闘
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
イ
ベ
ン
ト
で
署
名
求
め

て
動
き
回
り
た
い
も
の
で
す
。 

１
月
１１
日
伊
勢
原
市
で
「
第
17

回
い
き
い
き
シ
ニ
ア
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
て
１
５
０
人
が
参
加
し
て

伊
勢
原
の
高
齢
者
の
元
気
ぶ
り
が

道
灌
紀
行
の
著
者
尾
崎
孝

さ
ん
が
こ
の
度
、
東
大
和
市

を
訪
問
し
て
市
長
さ
ん
の
自

筆
署
名
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
に
向
か

っ
て
勇
気
が
湧
き
ま
す
。
あ

り
が
た
い
で
す
。
東
京
多
摩

地
区
で
は
武
蔵
村
山
市
長
さ

ん
に
続
い
て
の
賛
同
で
す
。 

 て
気
勢
を
あ
げ
ま
し
た
。 

こ
の
中
で
、
地
元
歌
手
・

東
京
セ
ン
ト
ラ
ル
専
属
歌
手

の
小
倉
惠
子
さ
ん
が
「
あ
あ
、

太
田
道
灌
」
を
熱
唱
、
伊
勢

原
手
作
り
甲
冑
隊
15
人
は
、

「
伊
勢
原
の
武
将
太
田
道

灌
」
を
演
舞
し
て
大
拍
手
で

し
た
。 

閉
会
に
立
っ
た
三
上
観
ボ

ラ
会
長
は
「
１
月
９
日
、
２

０
２
２
年
の
大
河
ド
ラ
マ

は
、
北
條
義
時
に
決
ま
っ
た

が
、
私
た
ち
は
ま
だ
署
名
が

足
り
な
い
の
で
も
っ
と
頑
張

る
」
と
報
告
、
こ
の
日
署
名

が
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。 

◇
初
空
の
光
を
伸
ば
し
て
江
の

島
の
沖
つ
海
面
に
鏡
と
映
え

る
「
太
田
道
灌
公
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
の
成
功
を
」 

 
 

 
 
 

 

（
鎌
倉
） 

◇
「
道
灌
が
大
河
ド
ラ
マ
に
な

れ
ば
東
京
も
練
馬
も
大
き
く

変
わ
る
と
思
う
」 

（
東
京
） 

 

◇
「
大
河
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。」 

（
埼
玉
・
越
生
） 

◇
「
署
名
３０
万
筆
署
名
頑
張
り

ま
す
」 

（
神
奈
川
・
大
和
） 

◇
「
道
灌
の
大
河
ド
ラ
マ
実

現

活
動
続
け
ま
す
」 

（
伊
勢
原
） 

◇
「
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
期
待

し
て
い
ま
す
」 

（
横
浜
） 

◇
「
大
河
ド
ラ
マ
実
現
に
向
け

て
追
い
込
み
で
す
ね
」 

（
滋
賀
・
草
津
） 

◇
「
道
灌
、
こ
れ
か
ら
が
胸
突

き
八
丁
、
気
合
い
入
れ
て
ガ

ン
バ
レ

」 （
相
模
原
） 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
長
な
ど

の
激
励
挨
拶
の
ほ
か
の
式
典
後

は
、
ダ
ン
ス
、
落
語
、
手
話
ダ
ン

ス
、
歌
、
甲
冑
隊
が
勢
ぞ
ろ
い
し 

伊勢原市長代理・伊勢原市教育長挨拶 

閉会挨拶・三上伊勢原観ボラ会長 



 

 

  

  

  

  

                           

                           

                           

                           

                      

越
生
の
戸
口
訓
男
さ
ん
は
年
末
に
９
１
９
筆
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、
越
生
町

内
の
重
点
個
所
か
ら
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

・
龍
穏
寺
（
道
灌
の
父
、
道
真
の
菩
提
寺
）
3

6

1
筆 

・
休
養
村
セ
ン
タ
ー 

1

9

9
筆 

・
山
富
貴
さ
ん 

1

8

4
筆 

・
駅
前
・
タ
ク
シ
ー
管
理 

1

6

2
筆
、 

そ
の
他
、
健
康
寺
・
ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
・
議
員
仲
間
な
ど
。
こ
の
活
動
ぶ
り
は
私
た
ち
の
教
訓
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
て
戸
口
さ
ん
は
す
で
に
1

6
、
4

8

7
筆
集
約
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
感
謝
で
す
。 

 
 「

神
奈
川
の
観
光
大
使
」
伊
勢
原
甲
冑
隊
が
、
市
内

外
の
各
地
で
活
発
な
運
動
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
、
大

河
ド
ラ
マ
の
署
名
を
集
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。「
５
人

の
道
灌
」「
相
模
伊
勢
原
の
５
人
の
武
将
」
文
化
面
で

は
「
道
灌
バ
ン
ド
」
を
編
成
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ

て
い
ま
す
。
今
回
は
５
４
０
筆
集
約
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
行
っ
た
と
き
「
道
灌
が
大
河
に
な

れ
ば
侍
の
エ
キ
ス
ト
ラ
は
甲
冑
隊
が
や
り
ま
す
。」
と

言
っ
た
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
さ
ん
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し

た
。 

「
道
灌
を
大
河
ド
ラ
マ
に
」
と
発
信
し
活

動
を
展
開
し
て
い
る
、
い
せ
は
ら
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
＆
ウ
ォ
ー
ク
協
会
（
通
称
観

ボ
ラ
）
で
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
太
田
道

灌
の
基
礎
知
識
等
を
紹
介
す
る
本
の
発
行

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
新
規
格
の
内

容
で
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

５人の道灌・伊勢原手作り甲冑隊 道灌を歌う・小倉惠子さん 

署名協力しているシニアスマイル 伊勢原手作り甲冑隊の署名活動 


